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＜連絡事項＞

· 学術の抄録は３セクション分江刺家I.O.Oに確認して頂き、デイナイトケアの抄録について直しが入っています。

· 次回の給食委員会は9/8（金）15時からです。（出席者は池田スタッフ）

· 経過連絡票が江差家I.O.Oから修正されてきています。チェックが入っている担当者は、各自再提出してください。

· 利用規約の第2連絡先の記載が無く届けている利用者様もおられるので、再度説明しなるべく記載して頂くようお願いしていきましょう。

· デイケア、デイナイトケアの９月プログラム月間予定表は、江刺家I.O.Oに確認して頂きました。ナイトケアのプログラムについて江差家I.O.Oからナイトケアのあり方を考えプログラム検討会を通し、利用者様の二ーズをとり入れるようアドバイスがありました。再検討したプログラムは

２３日までに提出予定です。

＜利用者様情報・検討＞

長瀬　紘一郎様　デイナイトケア利用中

昨日、食道狭窄部分での食べ物の詰りについて本人より連絡があり青明舎職員が八戸平和病院に同行受診している。経過と結果についてはC.E.O、江刺家I.O.Oへ報告している。また、I.O.Oより通所職員からご家族に病院への受診を同行して頂く事を伝えるよう指示を受けている。お盆明けに御家族へ連絡する事とする。

＜カンファレンスについて＞

· カンファレンスとは？

～直接ケアを実践する為の間接ケアと考えよう。

　自分達の実践を裏付ける・立ち止まり考える場にしよう。

　お互いの意見を知りチームの方向性を定めよう。（情報確認と検討内容の区別）

　自分達の実践を裏付ける為、立ち止まって考える場にしよう。

· 外来通所は週5日のカンファレンスがある。と、言うことは当院での位置付けは大きい。

· だから有効に使う必要がある。（毎日のカンファレンスは青南病院の一つの特徴）

· その場にいない人も同じ内容経験を目指す。⇒記録するものは、記録の技術アップできるよう日頃の中で鍛えよう。読みやすい記録を意識した実践から。

· 事前に予定表をみておくのは、全てのスタッフの役割。

各自、心がけている事について意見を求める。

　○司会者○

· カンファレンス内容の時間配分をする。

· 月曜日に司会に当たる場合が多い為、週間連絡・外来情報などから1週間の動きをみていけるようにコメントしていく。

· 時折、情報と意見の区別に迷う事がある為、整理しながらすすめている。

· 話が脱線する時など視点が見えにくい為、どこまで掘り下げていいのかわからなくなる。

· 事例検討では色々と意見が出るが、方向性を一つにまとめるようにしている。

· 事例検討で皆の意見が出るのに時間がかかるようなときは、次回までに考えておくようにする。

· 始まりと終わりの時間がダラダラしないようにしている。（5分前を念頭にしているがなかなか

上手く運ばない。

· 他職種の部署なので専門用語は使わず、わかりやすくするようにしている。

· 患者様のケアの1時間分をもらっているので、どう優先順位を考えるのか？いただいている１時間という我々の謙虚な姿勢が大切。

○書記○

· 前日の流れがあるので、その分も付け加え当日分を記録し、他者がわかりやすいようにしている。

· もれなく記録している。

· 自分の主観的な意見は入れない。

· レイアウトを見やすくする。

· 色々な方の変化を話し合うので難しい面がある。

· 利用者様の変化が地域の中で起きている為、広範囲で見ていき、多くの意見をまとめる難しさがある。

· その場にいないスタッフが確実に把握できる記録内容を心がける。⇒内容把握できる記録とはどのような記録なのか？・・・（時間がきたので、後日に意見交換）










